
教職員の綱紀粛正・服務規律保持に係る取組について 

  

 

 

 

 

 

【１１月の取組】 

・天龍村は「交通死亡事故０ 連続７０００日」を達成しました（２８年４月）。このこ

とを受け、交通安全宣言を児童とともに行いました。（11/20） 

・新聞に掲載された「教諭の酒気帯び運転」事案の問題点を話し合うとともに、「懲戒処

分等の指針」を読み合わせ、飲酒運転・酒気帯び運転の場合の処分内容を再確認し、

職場から出さないことを誓いました。（11/24） 

 

【１２月の取組】 

・「非違行為防止のためのセルフチェック」「冬の道、安全運転のためのチェックリスト」

で自己の振り返りをしました。（12/21） 

・職員で飲酒の機会を持つ時に、飲酒の有無・帰宅方法・翌日の運転時刻等の確認を確

実にしました。また、時間や場所の設定で無理がないように考えました。（12/27） 

 

【１月の取組】 

・３学期初日に自署「交通安全の誓い」を全員で読み返し、気持ちを新たに署名しまし

た。（1/9） 

・「体罰根絶のためのセルフチェックシート」を用いて、自己の振り返りを行いました。

体罰についての認識を皆で再確認しました。自分自身の人権感覚や指導方法について

さらに高めることができるように、自己研鑚に努めていきます。（1/25） 

 

天龍小学校では、「非違行為防止検討委員会」を設け、職員会議や職員研修等

の時間を使って、非違行為の根絶・職員の綱紀粛正や服務規律保持について、

事例をもとに毎月計画的に研修を進めたり自己点検を行なったりしています。 


